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人口の動き

11月 1日現在前月比

人口計 67 ，5 9 6 + 8 6 

男 32，6 1 2 十 39 

女 34，984 十 47 

世帯数 19，6 8 4 十 27 
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空をかけるハイウ工 陸上安通の大動脈として県民の期待を集め

11月17日午後3時長崎自動車道の供用開始です

この日を待ちかねだ車ガエンジンの音も軽やかに インヲーチェンジのゲートをくぐりぬける

長崎多良見インターまでわずか10数分高速の旅は終る

さらに九州横断自動車道の 1日も早い全線開通ガ望まれます
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.・・長崎自動車道の正しい定り方.• . 
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骨盤震を守孔下ざし、官突弁敵、争

高
速
自
動
車
道
は
、
日
本
の
経

済
、
産
業
活
動
を
さ
さ
え
る
大
動

脈
と
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
大
事
故
が
発
生
す
る

と
、
私
達
の
日
常
生
活
に
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
影
響
を
与
え
て
し
ま
う

こ
と
は
、
昭
和
臼
年
の
日
本
坂
ト

ン
ネ
ル
事
故
が
は
っ
き
り
示
し
て

い
ま
す
。
昭
和
田
年
事
故
件
数
約

1
万
件
、
道
交
法
違
反
摘
発
件
数

約
“
万
件
。
こ
の
数
字
は
、
私
達

に
強
い
自
覚
を
促
し
て
い
ま
す
。

た
っ
た
1
台
の

か
ち
ょ
っ
と
し

た
不
注
意
H

が
大
事
故
に
つ
な
が

り
多
く
の
人
に
迷
惑
を
か
け
て
し

ま
い
ま
す
。

※
下
水
道

住
み
よ
い
町
の

H

私
だ
け
・
・
・
:
・
~
こ
れ
く
ら
い
仰

と
思
う
気
持
ち
は
慎
ん
で
、
安
全

運
転
に
心
が
け
て
下
さ
い
。

走
行
前
に
は

O
車
の
点
検
整
備
を
確
実
に
。

O
ガ
ソ
リ
ン
、
オ
イ
ル
な
ど
の
補

充
点
検
も
お
忘
れ
な
く。

O
故
障
の
と
き
に
備
え
て
三
角
停

止
板
な
ど
も
携
帯
し
て
下
さ
い
。

入
口
付
近
で
は

0
安
全
ベ
ル
ト
は
出
発
前
に
必
ず

着
け
よ
う
。

O
入
口
ラ
ン
プ
で
ス
ピ
ー
ド
を
出

し
す
ぎ
る
と
危
険
で
す
。
加
速

は
加
速
車
線
に
入
っ
て
か
ら
。

本
線
で
は

O
規
制
速
度
的
い
酬
を
守
っ
て
下
さ

Eν
 

O
車
間
距
離
(
時
速
剖
切
で
剖

m

は
絶
対
必
要
)
を
確
実
に
。

O
割
り
込
み
、
わ
き
見
運
転
な
ど

は
絶
対
し
な
い
。

O
追
越
し
は
、
後
続
車
が
い
な
い

の
を
確
か
め
て
か
ら
。

O
事
故
、
故
障
の
と
き
は
非
常
電

話
を
利
用
し
て
下
さ
い
。

出
口
付
近
で
は

O
出
口

2
凶
手
前
の
標
識
が
見
え

た
ら
追
越
し
を
止
め
よ
う
。

基
礎
づ
く
り

一
般
道
路
に

出
た
と
き
は

O

ス
ピ
ー
ド
感
が
に
ぶ
っ

て
い
ま

す
。
速
度
計
で
ス
ピ
ー
ド
を
必

ず
確
め
て
下
さ
い
。

出
目
指
定
券
を

粉
失
し
な
い
よ
う

ご
注
意
を

通
行
券
に
つ
い
て
い
る
、
出
口

指
定
券
を
粉
失
す
る
と
、
再
度
料

金
を
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
粉
失

し
な
い
よ
う
、
ご
注
意
下
さ
い
。

で
到
着
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

西
部
地
区
に

つ
い
て
は
、
状

況
に
よ
り
大
村
消
防
署
が
担
当

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

呼
び
出
し
は
、
従
来
通
り
川

を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
下
さ
い
。

間
合
せ
は
、
諌
早
消
防
署

(宮

諌
早
A
W1
0
1
1
9
)
へ。

三
浦
地
区
に
救
急
車
が

早
く
来
る
よ
う
に

ゎ

ιanノ
寺
小

1
レ
れ
ん

高
速
道
路
の
開
通
に
伴
い
、

県
央
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

消
防
本
部
で
は
、
諌
早
消
防
署

西
諌
早
出
張
所
に
救
急
車
を
配

置
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
大
村
消
防
署
か

ら
加
分
以
上
か
か
っ
て
い
た
、

今
村
・
溝
陸
地
区
に
、
日
分
以
内

街
か

な主
〈廼
反

し
広

まa:.
し間
物

よ、を
ヲ

告
物

(
一
定
の
大
き
さ
以
下
の
も

の
)
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
な
ど

を
除
い
て
、
す
べ
て
諌
早
土
木
事

務
所
(
宮
諌
早
め
T

o
o
1
0
)

で
許
可
を
受
け
て
下
さ
い
。

禁
止
物
件
に
掲
示

し
て
い
ま
せ
ん
か

街
路
樹
、

電
柱
、
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
、
街
灯
柱
な
ど
に
は
、
ポ
ス
タ

ー
や
看
板
な
ど
は
掲
示
で
き
ま
せ

ん。道
路
上
に
掲
示

し
て
い
ま
せ
ん
か

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

街
路
樹
や
電
柱
な
ど
に
掲
示
さ

れ
て
い
る
違
反
広
告
物
は
、
街
の

美
観
を
損
な
う
だ
け
で
な
く
、
と

き
に
は
歩
行
者
に
危
害
を
及
ぽ
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
屋
外
広
告
物
を
掲
示

し
よ
う
と
す
る
と
き
に
は
、

次
の

点
に
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

許
可
を
受
け
て
い
本
手
か

県
が
定
め
た
都
市
計
画
区
域
な

ど
許
可
を
必
要
と
す
る
地
域
に
掲

示
す
る
と
き
は
、

一
般
に
自
家
広



※
第
初
回
壁
画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
を
展
示

(
ロ
月
1
日
よ
り
一
年
間
浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
)

昭和57年12月1日

H

人
権
“
と
言
う
と
、
難
か
し

い
も
の
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
決

し
て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

わ
た
し
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
社
会

の
中
で
幸
福
な
生
活
を
営
む
た
め

に
必
要
な
人
間
と
し
て
の
当
然
の

権
利
|

|
そ
れ
が
人
権
で
す
。

そ
し
て
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
H

慕
本
的
人
権
。
は
、
憲
法
に

よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
の
身
の

回
り
に
は
、
家
庭
内
の
い
ざ
こ
ざ

を
は
じ
め
、
近
隣
騒
音
な
ど
隣
近

勺おおむ市政だより(3) 

人権週間
12月4日
"-' 1 0日

所
の
も
め
ご
と
か
ら
金
銭
貸
借
、

戸
籍
、
登
記
問
題
に
至
る
ま
で
、

人
権
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
ト
ラ
ブ

ル
が
起
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
人
権
を
め

ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で
い
る
人

が
気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口
と
し

て
、
人
権
擁
護
委
員
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
人
権
問

題
に
つ
い
て
お
困
り
の
人
は
、
お

気
軽
に
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談

下
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員

(
敬
称
略
)

藤
戸
三
郎

琴
浜
町
n
l

g
②

i
2
9
7
7
 

皆
同
郷
別

宮
⑤

l
8
5
4
5

田
JlI 

寿

松
尾

大
川
田
町
制

宮
⑤

1
7
0
2
4

杭
出
津

2
丁
目
即

宮
④

1
2
8
6
0

武

山
川
澄
哉

無
料
人
権
相
談
所
を

開

設

ロ
月
刊
日
閣

午
前
叩
時
1
午
後

3
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

電
波
は
正
し
く
有
効
に

|
み
ん
な
で
な
く
そ
う

ハ
イ
パ
ワ
ー
市
民
ラ
ジ
オ
ー

像
が
急
に
乱
れ
た
り
、
ラ
ジ
オ
が

聞
こ
え
な
く
な
っ
た
り
し
た
経
験

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
電
波
障
害
!

こ
れ
は
不
法
電
波
の
し
わ
ざ
で
す
。

昨
年
1
年
間
で
、
無
線
に
よ
る

電
波
障
害
は
2
万
件
近
く
に
達
し

そ
の
う
ち
約
加
%
が
、
ト
ラ
ッ
ク

や
自
家
用
車
に
取
り
付
け
ら
れ
た

不
法
無
線
局
(
ハ
イ
パ
ワ

l
市
民

ラ
ジ
オ
)
か
ら
発
射
さ
れ
た
不
法

電
波
で
す
。

こ
の
不
法
電
波
は
、
陸
上
や
海

上
の
無
線
に
も
混
信
を
も
た
ら
し

ま
す
。
緊
急
を
要
す
る
無
線
が
、

不
法
電
波
に
よ
り
、
電
波
障
害
を

受
け
た
ら
大
問
題
で
す
。

ト
ラ
ッ
ク
や
自
家
用
車
に
取
り

付
け
ら
れ
る
無
線
機
に
は
、
法
律

で
定
め
ら
れ
た
出
力
(
電
波
を
飛

ば
せ
る
力
)
を
超
え

か電
波
障
害
H

を
起
こ
し
て
い
る
も
の
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
「
ハ
イ
パ
ワ
l
市

民
ラ
ジ
オ
」
を
撲
滅
す
る
た
め
郵

政
省
で
は
、
来
年
1
月
頃
か
ら
の

実
用
を
め
ど
に
、
電
波
障
害
の
心

配
の
な
い
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
無
線
」

利
用
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

電
波
障
害
の
原
因

8
割
は
不
法
電
波

道
路
沿
い
の
家
で
テ
レ
ビ
の
画

昭和58年 1月1日から

裏極裏面基賃金lま:
1日 2，858円

時間給労働者は 1時間358円
問合せ先:長崎労働基準局

(H長崎⑮-6346) 
商工観光課

※産業別最低賃金も改正が予定されています。

一

⑫

③

⑨

⑨

①

⑧

契

約

変

更

に

探

し

回

路

の

培

…

②
⑤
⑧
⑫
(
⑨
色
ea⑨
⑧
0
0
誌
が
必
要
な
場
合
は
電
気
工
事
一

/
¥
f
¥
F
¥
/し
¥
/
¥
f
¥
/十
¥
/
¥

屑
の
工
事
が
と
も
な
い
ま
す
の
一

リ
ミ
ッ
タ
l
(
電
流
制
限
器
)

え
の
契
約
に
変
更
さ
れ
る
必
要
が
で
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

一
が
切
れ
る
の
は
た
く
さ
ん
の
電
あ
り
ま
す
。

t
川
川
川
山
口
川
副

a
 

一
気
器
具
を

一
度
に
お
使
い
に
な
ご
家
庭
の
契
約
電
流
に
は
5
・
ー
牢
止
」
到
」
一

E
一「

一
る
た
め
契
約
よ
り
も
大
き
い
電
叩
・
日

-m
・
叩
・

ω
・
印
・

ω

ーキ
4
m出
向
詐
取
れ
i

J
1佐
官
、
H
H
キ
υ
F
F

一
流
が
流
れ
る
か
ら
で
す
。
電
気
ア
ン
ペ
ア
が
あ
り
ま
す
契
約
変

ιhル作
1
4
弱
-
、
/
一

一
器
具
の
使
用
時
間
を
ず
ら
し
て
更
ご
希
望
の
際
は
最
寄
り
の
当
社

l
f高
島
駅
咳
〆
…

一
お
使
い
に
な
れ
ば
リ
ミ
ッ
タ
l

営
業
所
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

ヘ
崎
明

-Lγ

竿
A
V

一
は
切
れ
ま
せ
ん
が
、
不
便
を
感
リ
ミ
ッ
タ
l
取
替
え
の
工
事
は
無

f
弘
際
'
J
f
h
日
ム
-
J

一

一
じ
ら
れ
る
と
き
は
も
う
一
つ
う
料
で
い
た
し
ま
す
。

4
・
司
1

(

九州電波監理局

不
法
電
波
無
線
機

持
っ
て
い
る
だ
け
で
罰
金

不
法
電
波
を
発
射
す
る
無
線
機

を
持
っ
て
い
る
だ
け
で
、
昭
和
問

、年
1
月
1
日
か
ら
は
、
-
年
以
下

の
懲
役
ま
た
は
、

却
万
円
以
下
の

罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
深
い
か

か
わ
り
を
持
つ
電
波
を
、
正
し
く

有
効
に
使
う
た
め
に
、
み
ん
な
の

力
で
ハ
イ
パ
ワ

i
市
民
ラ
ジ
オ
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
。



(4) 

• jゲートボールより、むつかしかパイ
(11/13 市営ローンボウルス場)

:第守 口市老連のローンボウルス大会

ガ開かれ、集つ疋お年寄りだちは、

日頃の練習の成果を発揮していまし

だ。あな疋もローンボウルスに挑戦

してみませんか。

勺むおお市政だより昭和57年12月1日
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※ 

水
王
国T
団
地
購
入
希
望

萱 島町

霊ゼ1Stj
企

中町内の文化の発展を願って
ノノ (11 /6~8 古賀島町集会所)

長 地域文化の発震を目指して6年前から実施 !
されている古賀島町の展示会。今年も幼稚

.L+ 園児から80歳ぎでの約170人ガ出昂。 連日 :
闘可 会場を訪れる人で、lこぎわっていまし疋。

県-
住 一 明~頃-..一
........ 
宅

供
給
ノ.:¥.
A 

社

イン夕一一番乗りは6ω9歳
(引11打/1げ7 也田イン夕一チヱンジ)

長崎自動車道の番乗りは、木場

1丁目の平山鶴夫さん脚)0 15日の

朝から車に泊り込み開通を待って

い疋。 供用開始と同時に、記意日

を受け取り、奥さんやお孫さんと

一緒に長崎へ向けハンドルを握つ
だ。 !

苦
心
の
作
品
を
披
露
、
ろ
う
学
校
文
化
祭

J

(日

/
m
l
引
県
立
ろ
う
学
校
)

文
化
祭
は
2
年
に
4
4
回
開
か
れ
て
お
り
、

木
工
家
異
や
津
裁
、
和
裁
の
作
ロ
回
展
示
や
、
一

劇
、
遊
戯
な
ど
日
頃
の
成
果
ガ
発
表
さ
れ

ま
し
疋
。

『

一v
 

碑
.tp

|
斎
藤
歓
之
助
を
讃
え
て
l

料
い
ず
れ
ず
⑧

(
合
長
崎
⑫
1
3
0
5
8
)



※
空
き
か
ん
の
投
げ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
差
し
引

き
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
支

払
っ
た
保
険
料
が

一
契
約
で
年
間

九
千
円
を
超
え
る
と
き
は
、
保
険

会
社
な
ど
の
発
行
す
る
証
明
書
を

添
付
ま
た
は
、
提
示
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

ま
た
、
保
険
金
を
受
け
取
っ
た

と
き
は
、
契
約
内
容
な
ど
に
よ
り

相
続
税
、
贈
与
税
あ
る
い
は
、
所

得
税
の
課
税
関
係
が
生
じ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
諌
早
税
務
署

(
宮
諌
早
A
W-
-
3
7
0
)
へ
お

尋
ね
下
さ
い
。

下測ず※ 問 の持料
きつ、 当 課生 合 康 参金
い て 体 日 活 せ 手母 す

き温は 環 先 帳矛 る 無
てを必境 健 も 料

盲目I蜜・ジフテリア・破傷風・予防護種目程表

接種目

保
健
コ

t
-
，g

12/17 I 1/14 I 2/18 
松原出張所 | 幽 | 幽 | 幽

ジフテリア、破傷風(二種)第二期も同時に行います。
時聞はいずれも午後 2時から 3時まで。

2/17 
榊

2/15 
(刈

2/16 

附

3回目

昭和57年12月 1日
111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

1/11 
(火)

1/12 

附

1/13 
同

2回目

予闘部温

し
て
い
な
い
幼
均

3
週
間
1
8
週
間
の
間
隔
を
お

い
て
3
回
接
種
し
ま
す
。

第
2
期

(
追
加
免
疫
者
)

第

1
期
の
3
回
目
接
種
を
終

っ
て
約
ロ
か
月
1
四
か
月
に
至

る
期
間
の
幼
旧
~

い
ず
れ
か
の
日
に
1
回
接
種
し

ま
す
。

接
種
で
き
な
い
幼
児

熱
の
あ
る
幼
児
、
か
っ
け
や
心

臓

・
じ
ん
臓

・
呼
吸
器
の
悪
い

幼
児
、
胸
腺
り
ん
ぱ
体
質
の
幼

児
。

百日せき・ジフテリ戸
破傷風(3種混合)

12/14 
(火)

12/15 

肘

12/16 
肘

1回目

所

一
所

張

一
張

出
一仇出

松

一
重一

竹
一福

所

萱瀬出張所

三浦出張所

鈴回出張所

諏訪公民館

中地区公民館

会場名

市役

生
命
保
険
に
加
入
し
、
保
険
料

を
支
払
っ
た
場
合
、
所
得
税
を
計

算
す
る
時
に
支
払
っ
た
保
険
料
に

応
じ
て
一
定
額
が
、
所
得
金
額
か

ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
人
は
、
通
常

年
末
調
整
の
と
き
に
「
保
険
料
控

除
申
告
書
」
を
勤
務
先
に
提
出
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
人
は
「
確
定
申
告
書
」

ま
れ
た
人
(
過
去
に
受
診
し
た

人
は
、
受
診
で
き
ま
せ
ん
)

受
付
期
間

ロ
月
刊
日
幽
i
お
日
出

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
ま
た
は
、
大

村
保
健
所
、
市
役
所
福
祉
課
に

備
え
つ
け
の
受
診
申
込
書
に
、

住
所

・
氏
名

・
生
年
月
日
・
電

話
番
号
を
記
入
し
て
申
し
込
ん

で
下
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

大
村
保
健
所
(
干
鰯
西
三
城
町

ロ
、
宮
(ωγ
2
1
9
3
)
、
福

祉
課

※
実
施
日
は
、
受
診
希
望
者
に
後

日
、
通
知
し
ま
す
。

原
爆
被
爆
者
二
世
の

健
康
診
断

該
当
者
・
接
種
要
領

第
1
期

(
初
回
免
疫
者
)

生
後
M
か
月
1
刊
か
月
ま
で

の
幼
児
で
、
初
回
免
疫
が
完
了

対
象
者

原
爆
被
爆
者
の
子
で
、

昭
和
幻
年
6
月
4
日
以
降
に
生

z
z
z
z
Z
2
・‘.aF

者:昭和56年 5月生まれの幼児が 伝
E 

対象ですが、昭和55年 12月~ Z 

昭和56年 4月生まれで、まだ i
健康診査を受けていない幼児

も受診して下 さい。

診査 日:12月10日幽 ・17日幽

受付時間 :午後 1時-1時30分

場 所:コ ミュニティセンター

(市役所の隣)

持参するもの o母子健康手帳

O問診票(通知書に同封して

あります)

Oお子さんのハブラシ

勺む

一

7
-
n大
水

害

マ
木
村
市
次
、

J

M
ギ
ヤ
ロ
ツ

…

，

.日交

惇
~

り

奇

ト

(

原

口

町

)

子

供

衣

類

一

.

-

、〈

j
J
t

J
;

マ
小
路
口
住
宅
町
内
会
衣
類
外
一

一
マ
浄
土
宗
大
本
山
東
京
増
上
寺

マ
木
下
始
(
久
原
郷
)
衣
類
三

一

一
タ
オ
ル
ケ

ッ
ト
外
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱

マ
加
藤
代
理
子
(
原
口
町
)

一

一
二
箱
、
浄
土
宗
佐
賀
教
区
浄
青
梅
干
六
旬

マ
松
山
団
地
自
治

一

一
会
寺
庭
婦
人
会
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
、
会
タ
オ
ル
外
十
三
点

マ
稲
野

…

一
サ
ラ
シ
外
五
O
箱
、
浄
土
宗
東
守

一
(
久
原
郷
)
衣
類
二
袋

…
京
教
区
教
務
所
日
用
品
外
六
箱

マ
鹿
島
保
育
会
(
佐
賀
県
)
日
一

一

(
以
上
武
部
町
長
安
寺
気
付
)
用
品
外
二

O
箱

(
つ
づ
く
)

「、・1
0
・・!・‘。.
，•. 
1

・‘・
1

・1
・・
•• 

，
 

•• 

、.1
・・-
-a.
，.‘・・
1

・・・
・・1
O

・S
・B
--l
，.O
・B-
s
・a
・-!・1B
-0

・・
・・』

ボク、 qっと半分!!
今日もママと鬼ごっこ・10....

おお市政だより

4歳6ヵ月児

健康診査

~無料~

象

(5) 

対



(6) 

福
祉
の
ひ
る
服

勺むおお市政だより

やδしぜを

行動に

昭和57年12月1日

こ
の
日
は
、
障
害
を
持
つ
人
た

ち
の
「
完
全
参
加
と
平
等
」
の
実

現
を
め
ざ
し
、
全
国
民
が
と
も
に

「障害者の日」

考
え
、
と
も
に
行
動
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
制
定
き
れ
た
日
で
す
。

障
害
を
持
つ
人
の
問
題
は
、
単

に
障
害
を
持
つ
人
だ
け
で
な
く
、

わ
た
し
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
、
自

分
自
身
の
問
題
と
し
て
考
え
、
幅

広
い
社
会
的
な
連
帯
意
識
を
持
っ

て
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。市

民
の
総
意
で
、
心
身
障
害
者

の
た
め
の
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に

努
め
ま
し
ょ
、
っ
。

12月9日は

こ
ん
な
マ
ー
ク
を

ご
存
じ
で
す
か

街
を
歩
く
と
、
い
ろ
い
ろ
な
マ

ー
ク
を
目
に
し
ま
す
。
そ
の
な
か

生活て困っ

し

てし人るを、護 債券庫を
のど

に
は
障
害
者
の
た
め
の
マ

l
ク
も

あ
り
ま
す
。

マ
ー
ク
の
意
味
を
知
る
|

|
こ

れ
も
障
害
者
問
題
へ
の
理
解
を
深

め
る
た
め
の

一
歩
と
言
え
る
で
し

ト
ふ
、司
ノ
。

こ
の
マ

ー
ク
は

手
足
の
不

自
由
な
人

が
利
用
し

や
す
い
建

物

・
施
設
で
あ
る
こ
と
を
示
す
シ

ン
ボ

ル
マ
l
ク
で
す
。
図
柄
は
車

い
す
と
障
害
者
を
デ
ザ
イ
ン
化
し

た
も
の
で
、
国
際
障
害
者
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会
(
本
部
・
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
加
盟
国
刊
か
国
)

に
ま
っ
て
決
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

手話窓口

聞今にる し ず は崎明叫内 山

: l 2 Z 。?ゴ2;明'\(:弓男漁拘義 I~\m肘附i』議誠iB時時i宮噛m~\\1購2盈匝γ 一ιj l i 
て に 「 福 今福 Jプ二二?

ぎ き祉 年祉 暴(九一ふ為 、為、 重忠三 弘 ‘ " Iゐ，----哨也岨払也 L 吋守警 . 

勺 iミ 千台 しごとふ ?ピj LJ??12 さ抗
実F?5T ，闘~~\"，L~ -~日) <

か の 年制 { 曹三~.官民 で 凶富国量訟溢通必司4:]ば望忌

5vf皇包時三義ふ醤盟関議盤1 2沿

い llfa1μ麟鱗輔、(寒衣子警 松吉て?必
zi f 封hW鶴鶴襲FEE主将.:，~-:理 想体M
主日ド日 \ 欝畿鱗~l1li盤台よ さん操公
与え A弓 2k 翻麟轍丹田E臨し~~~通 ささを-

2 i 患
の訪 ボ 夫方0) 人さ 子主二日 寂 (' 

円 t空 襲 警 高 いね-， I錦、守会員 失現供人お人が 出出て や

れMzi:iiiiif11ii1r!芳 10⑬
い 姿てたこ い う秘元しはし頃 の 学 き て 、戦 い 丁丁

l;;35。;ii号雪72;;員54宍空? E e巳 | 
だと に ね い 、 き 育ひ孫、お つ、 る

こ
の
マ
ー
ク
は
、
そ
こ
に
手
話

の
で
き
る
人
が
い
て
、
耳
や
口
の

不
自
由
な
人
た
ち
が
利
用
し
や
す

い
窓
口
で
あ
る
こ
と
を
示
す
シ
ン

ボ
ル
マ

l
ク
で
す
。
図
柄
は
耳
を

デ
ザ
イ
ン
化
し
た
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ

ゴ
で
、
財
団
法
人
全
日
本
ろ
う
あ

連
盟
の
シ
ン
ボ
ル
マ
l
ク
で
す
。

(
昭
和
問
年
1
月
刊
日
開
か
ら
受
付
開
始
)

※
昭
和
問
年
度
保
育
所
入
所
児
童
募
集



※
大
村
線

昭和57年12月1日
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ス
ポ
ー
ツ

コ
ー
ナ
ー

日
時
ロ
月
刊
日
日

午
前
日
時

場
所
市
民
体
育
館

蔵
技
種
目

シ
ン
グ
ル
ス

小
学
生
、
初
心

者
男
・
女

むら

りつま球
団
卓

1
民

第
市

ダ
ブ
ル
ス

親
子
、
男
子
、
女
子
、
混
合

※
参
加
者
数
に
よ
り
、
種
目
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
資
格
市
内
に
在
住
、
在
学
、

勤
務
し
て
い
る
人

参
加
料
無
料

申
込
先
市
内
各
ス
ポ
ー
ツ
庖

申
込
期
限
ロ
月
刊
日
幽

主
催
大
村
卓
球
協
会

おお市政だより(7) 

み
ん
な
の
夢
を

昭
和
幻
年
度

剣
道
昇
段
審
査

昇
段
審
査
会

日
時
ロ
月
ロ
日
目

午
前
8
時
受
付
開
始

場
所
市
武
道
館

準
備
講
習
会

ロ
月
刊
日
幽
午
後
6
時
j
8
時

ロ
月
日
日
出
午
後
2
時
1
5時

持
っ
て
く
る
も
の
け
い
こ
着
、

防
具
一
式
、
木
万
、
筆
記
用
具

受
講
料
千
円

問
合
せ
先
剣
道
協
会
事
務
局

(
消
防
署
内
宮
②
1
4
1
3

8

)

(

体
育
課
)

第
斜
回

県
民
体
育
大
会
終
る

日
月
初
・
紅
白
、
諌
早
市
を
中

心
に
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

〔
試
合
成
績
〕

3
位
以
内

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
員
1
位

剣

道

青

年

3
位

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
一
般
男
子
3
位

一
般
女
子
3
位

銃

剣

道

同
一体
2
位

ア
ー
チ
ュ
リ
l

団
体
2
位

弓

道

総

合

1
位
、
一
般
男
子

遠
的
1
位
、
同
近
的
3
位
、

一

般
女
子
遠
的
1
位
、
個
人
一
般

男
子
遠
的
1
位
清
原
章
宏
、
同 乗

せ
て
行
く

一
般
女
子
遠
的
1
位
田
中
邦
子
、

同
2
位
木
原
昭
子

サ
ッ
カ
ー
壮
年
2
位

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
一
般
女
子

2
位

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
一
般
男
子
3
位

体
操
成
年
男
子
3
位

山
岳
成
年
男
子
3
位

軟
式
庭
球
個
人
壮
年
1
位
鶴
亦

雄
、
野
平
八
郎

卓

球

壮

年

3
位

〔
受
賞
者
〕
敬
称
略

社
会
体
育
優
良
団
体
賞
大
村
山

岳
会

社
会
体
育
功
労
者
賞
相
良
正
三

(
弓
道
協
会
)
高
月
明
(
水

泳
協
会
)

コ
セユ

1ン二
6タテ
1 Iイ

お
正
月
料
理
(
日
本
料
理
)

作
り
方
講
座

ロ
月
日
日
制
・
日
日
嗣

午
前
9
時
1
午
後
4
時

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
・
定
員
成
人

ω人

講

師

山

内

正

先

生

受
講
料
無
料
(
材
料
費
と
し
て

三
千
五
百
円
必
要
で
す
)

日
時

申
込
方
法
電
話
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
へ

受
付
開
始
ロ
月
6
日
間
定
員

に
な
り
ま
し
た
ら
締
め
切
り
ま

す
。

※
昼
食
は
携
行
不
要
で
す
。

親
と
子
の

楽
し
い
年
賀
状
の

作
り
方
教
室

ロ
月
ロ
日
日

午
後
1
時
j

4
時

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
・
定
員
小
学
4
・
5
年
生

の
親
子
印
組

講

師

浦

道

義

先

生

受
講
料
無
料

持
っ
て
く
る
も
の
絵
画
一
式
、

カ
ッ
タ
ー
ノナ
イ
フ

申
込
方
法
電
話
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
へ

受
付
開
始
ロ
月
4
日
出
定
員

に
な
り
ま
し
た
ら
締
め
切
り
ま

す。
主
催
大
村
郵
便
局

日
時

年翼状はお皐自r~.グ
。年賀状は...12月15日(水)から引受

けます。市内・県内・県外に区

分して、 12月20日(月)までにお出
し下さい。

。小包は・・・早目にお出し下さい。

押しつまりますと、年内配達が

できない場合があります。

錯児教育講漬会

。郵便受けと表札をおつけ下さい。

。転居される人、されだ人は郵便

局にも転居届をお出し下さい。

大切な郵便ガ届かなくなります。

大村郵便局 E②-2006 

モッコク、イヌマキ、モ
チノキ、イスノキ……販
売中です。

長崎緑化事務所

原口町宮⑤ー8306

クリス守スIl叩ティ叫
~ 12月f5日i水)……一 … …

午後ア時--9時
中旭区公民館

会費:無料

申込先:大村フォークダ
ンス (ft③-2766)
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3
第
引
回

一
県
勤
労
者
美
術
展

部
門

絵
画
(
洋
画
、
日
本
画
、

南
画
)
、
書
、
写
真

資
格
県
内
に
居
住
し
て
い
る
勤

労
者

※
出
品
部
門
を
職
業
と
し
て
い

る
人
は
、
そ
の
部
門
に
は
出

品
で
き
ま
せ
ん

出
品
点
数

1
人

1
点

出
品
料
無
料

申
込
・
作
品
搬
入

1
月
8
日
出

l
u日
幽

午

前
9
時
1
午
後

5
時
長
崎
労
政
事
務
所
ま
た

は
、
佐
世
保
労
政
事
務
所

問
合
せ
先

県
労
政
福
祉
課
(
宮

長
崎
a

T
1
1
1
1
)

、
郷
土
唯
一
の
文
芸
誌

i
z

一
お
お
む
ら
文
芸

一

作
昂
募
集

募
集
内
容

短

歌

山

首

(
投
稿
先
)
春
日
町
抑

重
八

俳

句

叩

句

(
投
稿
先
)
上
小
路
幻

紀
穂

川

柳

叩

句

(
投
稿
先
)
須
田
ノ
木
町
郎

指
方
重
幸

詩
・
民
謡

一
編

(
投
稿
先
)
古
町
2
丁
目

会貴場所 時日
日百

i E5 室 主i新認時』) 年年

名

i限 量法申 束交。

松
白
葉
子

応
募
期
限
ロ
月
白
日
幽

会
費
千
円
(
誌
代
を
含
む
)

資
格
市
内
に
在
住
、
勤
務
し
て

い
る
人
(
社
会
教
育
課
)

多智子

fg」
}

島
崎

E
E
Z言
書
融
資
対
象
者

}戸

、品

Z

O

県
内
に
住
所

・

似

寄

勤
務
先
の
あ
る

た

一

回

未
組
織
労
働
者

の

中

川

で
県
勤
労
者
信

晴

笠

用
基
金
協
会

国
・
ョ
・

釦
町
田
コ

保
証
に
よ
る
借

織

升

入
金
を
償
還
期

組

仕

U

間
内
に
返
済
で

4

き
る
人

O
県
内
に
居
住
し
、
県
内
の
同
一

事
業
所
に

2
年
以
上
勤
務
し
て

い
る
人

O
県
内
に
2
年
以
上
生
活
の
本
拠

を
お
き
、
他
県
の
同
一
事
業
所

に
2
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
人

O
過
去
1
年
間
の
平
均
月
収
が
、

返
済
月
額
(
外
の
借
入
の
返
済

も
含
む
)
の

4
倍
以
上
の
人

O
給
与
証
明
ま
た
は
、
所
得
証
明

)11 

崎万t

な
ど
収
入
を
証
明
す
る
書
類
が

提
出
で
き
る
人

保
証
人
生
活
資
金
の
み

1
人
以

上
取
扱
金
融
機
関

十
八
、
親
和
、

長
崎
相
互
、
九
州
相
互
、

一西
日

本
相
互
の
各
銀
行
及
び
、
労
働

金
庫
の
各
本
支
庖

問
合
せ
先

商
工
観
光
課

融資資金一覧表

資金名 貸付限度額 返済期間 手IJ 率

(木造)18年
金融機関の

住宅取得資金 700万円 (耐火構造)

25年
利率による

住宅改良資金 300万円 15年 11 

住宅用地取得資金 300方向 15年 11 

生 活 資 金 100万円 5年 年 8.9%

可排
水
設
備
等
技
術
者
2
2

一
資

格

試

験

日

時

ロ

月
日
目

的

午

前
日
時

場
所

浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー

申
込
期
間

ロ
月
6
日
間
1
日
日
開

申
込
・
問
合
せ
先

下
水
道
業
務

課

、1
月
日
日
2
2
2
2
2
1

…
成
人
式
を
実
施

該
当
者

昭
和
幻
年
4
月
2
日
l

昭
和
犯
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

式
典
昭
和
四
年
1
月
日
日
開
に

実
施
し
ま
す
。

な
お
、
新
成
人
者
代
表
で
成

人
式
実
行
委
員
会
を
構
成
し
、

有
意
義
な
成
人
式
を
準
備
中
。

名

簿

ロ

月
白
日
現
在
の
住
民
票

を
基
に
し
て
作
成
し
ま
す

問
合
せ
先
社
会
教
育
課

敬
称
略

一
健
一番
一磐

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
赤
水
清
春
(
本
町
二
丁
目
)

大
村
子
供
の
家
へ
二
万
五
千

百
四
十
七
円

マ
北
弘
子
(
玖
島
郷
)
交
通
遺

児
へ

一
万
円

マ
出
口
ウ
タ
(
小
路
口
町
)
慈

恵
荘
へ
レ
ヲ
ス
お
勾
外

マ
大
村
少
年
合
唱
団
(
代
表
者

牟
田
ム
ツ
外
回
人
)
慈
恵
荘

敬
称
略

へ
歌

・
昔
話
朗
読

・
尺
八
演

奏
と
ア
メ
飾
り
卯
個

マ
若
竹
会
(
代
表
者
松
尾
和
子
)

慈
恵
荘
へ
舞
踊
、
歌
慰
問
と

一
万
円

マ
大
村
高
校

J
R
c
l
慈
恵
荘

へ
身
の
廻
り
の
世
話
、
会
話
、

食
事
の
介
助

マ
琴
浜
会
(
代
表
者
松
尾
ヨ
シ

カ
)
慈
恵
荘
へ
大
正
琴
演
奏
、

歌
、
踊
り

マ
石
橋
フ
ク
(
水
計
町
)
慈
恵

荘
へ
十
万
円

マ
猪
股
登
(
一
の
郷
)
慈
恵
荘

へ
二
十
万
円

マ
南
地
区
民
生
児
輩
萎
員
協
議

会

1
慈
恵
荘
へ
一
万
円

福
祉
基
金
へ

マ
松
本
晃
(
皆
同
郷

・
亡
母
テ

フ
)
五
十
万
円
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